
　
討
論
集
会
で
、
記
念
講
演
頂

い
た
東
海
林
智
さ
ん
（
新
聞
労

連
委
員
長
、
毎
日
新
聞
記
者
）

は
、
冒
頭
、Ｊ
Ａ
Ｌ
の
不
当
解

雇
問
題
に
つ
い
て
触
れ
、「
整

理
解
雇
４
要
件
も
満
た
さ
な
い

大
企
業
の
解
雇
を
黙
っ
て
見
過

ご
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
財
界

が
正
社
員
含
め

て
の
『
解
雇
の

自
由
』
を
目
論

む
も
の
と
し

て
、
ど
う
し
て
も
阻
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
大
手
マ
ス
コ

ミ
が
会
社
側
の
情
報
を
垂
れ
流

し
に
す
る
な
か
で
、
微
力
な
が

ら
も
た
た
か
っ
て
い
き
た
い
」

と
熱
く
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
る
派
遣
会
社
で
は
、「
お

試
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
」
と
し

て
、
派
遣
労
働
者
を
「
無
料
」で
、

「
10
分
で
お
届
け
」
と
い
う
、

ま
る
で
「
宅
配
ピ
ザ
」
の
よ
う

な
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
を
告

発
。
派
遣
法
の
下
で
、
人
間
の

究
極
の
「
モ
ノ
扱
い
」
が
、
社
会

に
は
び
こ
っ
て
い
る
こ
と
に
怒

り
露
わ
に
…
。

　
ま
た
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
過
労

死
を
続
発
さ
せ
る
中
で
、
遺
族

も
ろ
と
も
ト
ヨ
タ
で
囲
い
込
み

さ
せ
、
労
災
申
請
を
さ
せ
な
い

よ
う
に
し
た
り
、
労
働
組
合
自

体
が
月
２
０
０
時
間
を
超
え
る

36
協
定
（
時
間
外
協
定
）
を
結

ん
で
い
る
実
態
な
ど
、
経
営
を

監
視
す
べ
き
労
働
組
合
が
機
能

を
果
た
し
て
い
な
い
実
態
も
あ

る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
財
界
・
大
企
業
が
、
倫
理
観

を
な
く
し
、「
人
で
な
し
」
と

な
る
中
で
、「
人
で
あ
り
た
い
」

と
思
う
私
た
ち

が
、
労
働
組
合

の
枠
を
超
え
て
、

地
域
や
市
民
団

体
な
ど
と
幅
広
い
連
帯
で
対
抗

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
熱
く
語
ら
れ
た
こ
と

に
、
私
た
ち
も
そ
れ
に
応
え
て
、

連
帯
広
げ
、
団
結
を
強
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
改
め

て
思
い
ま
す
。

「
人
で
な
し
」
と
対
決
す
る

地
域
・
労
組
・
市
民
の
連
帯
を

「
人
で
な
し
」
と
対
決
す
る

地
域
・
労
組
・
市
民
の
連
帯
を

「
人
で
な
し
」
と
対
決
す
る

地
域
・
労
組
・
市
民
の
連
帯
を
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１．夜勤交代制、２．長時間労働、３．給与（賃金）
日本看護協会・３つの改善課題

る
全
国
医
師
ユ
ニ
オ
ン
が
こ
の

秋
、
ド
ク
タ
ー
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
こ
と
を
報

告
。
一
千
人
規
模
で
成
功
さ
せ
た

い
の
で
、
医
師
だ
け
で
は
な
く
、

医
療
労
働
者
全
体
で
支
援
し
て
ほ

し
い
、
と
訴
え
ま
し
た
。

　
賃
金
要
求
で
は
、
ベ
ア
要
求
を

掲
げ
て
春
闘
を
た
た
か
う
決
意
が

富
山
、
茨
城
、
静
岡
な
ど
か
ら
出

さ
れ
る
と
と
も
に
、
初
任
給
引
き

上
げ
が
課
題
と
し
た
愛
知
、
介
護

職
の
地
位
向
上
に
取
り
組
む
と
し

た
福
島
の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

　
経
営
状
況
の
改
善
を
具
体
的
に

賃
上
げ
に
結
び
つ
け
、
次
期
の
診

療
報
酬
・
介
護
報
酬
改
定
に
繋
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
開
会
あ
い
さ
つ
で
、
渡
辺
一
信

中
央
執
行
委
員
長
は
、
箱
根
駅
伝

で
優
勝
し
た
早
稲
田
大
の
「
渡

辺
」
監
督
が
、
選
手
に
胴
上
げ
さ

れ
る
た
め
に
、
10
キ
ロ
の
減
量
で

自
分
を
変
え
た
と
い
う
話
を
引
用

し
な
が
ら
「
変
わ
る
」「
変
え
る

春
闘
」
に
し
よ
う
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
春
闘
方
針
の
提
案
で
は
、
民
主

党
政
権
が
、
法
人
税
減
税
先
行
や

『
税
と
社
会
保
障
の
一
体
的
改
革
』

と
称
し
て
、
消
費
税
増
税
あ
り
き

に
進
ん
で
い
る
危
な
い
状
況
を
踏

ま
え
つ
つ
も
、
日
本
看
護
協
会
が

看
護
職
の
労
働
条
件
改
善
に
向
け

て
労
働
組
合
と
足
並
み
を
揃
え
て

き
た
こ
と
や
、
看
護
職
の
現
状
が

国
民
に
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
情
勢
を
活
か
し
な
が
ら
、

全
厚
労
の
重
点
課
題
や
要
求
（
表

参
照
）
を
掲
げ
て
奮
闘
し
よ
う
と

訴
え
ま
し
た
。

　
討
論
で
は
、
地
域
医
療
を
守
る

課
題
と
し
て
、「
提
案
型
運
動
」

を
基
本
方
針
に
一
人
ひ
と
り
が
参

加
す
る
こ
と
を
掲
げ
る
新
潟
は
、

県
内
医
療
再
編
の
動
き
に
積
極
的

に
対
応
し
、
09
年
秋
の
新
潟
医
療

セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
10
年
秋
の
阿

賀
野
市
立
水
原
郷
病
院
の
公
設
民

営
で
の
受
け
入
れ
な
ど
、
県
全
体

を
視
野
に
入
れ
た
運
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
を
報
告
。
水
原
郷

病
院
で
は
、
市
民
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
公
設
民
営
の
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
成
功
さ
せ
た
い
、
と

決
意
表
明
し
ま
し
た
。

　
福
島
で
は
、
1
0
0
0
件
に
上

る
白
河
地
域
で
聞
き
取
り
を
中
心

に
し
た
地
域
住
民
調
査
の
取
り
組

み
を
報
告
。
の
べ
57
名
の
組
合
員

が
参
加
し
、
住
民
か
ら
は
激
励
や

意
見
も
多
く
頂
き
、
中
に
は
１
時

間
も
話
し
込
む
家
庭
も
あ
り
、
調

査
の
全
体
結
果
は
、
会
（
厚
生
連
）

に
も
伝
え
、
地
域
医
療
を
守
っ
て

い
き
た
い
と
発
言
し
ま
し
た
。

　
栃
木
か
ら
は
、
昨
年
７
月
に
２

０
０
名
を
超
え
る
「
住
民
と
と
も

に
医
療
を
考
え
る
会
」
を
開

催
し
、
そ
の
後
毎
月
懇
談
会

を
重
ね
る
中
で
、
今
年
の
２

月
11
日
に
は
、「
住
民
の
会
」

結
成
総
会
を
開
く
こ
と
を
報

告
。

　
長
野
で
は
、
地
域
医
療
懇

談
会
を
地
区
労
連
や
他
の
医

療
労
組
と
も
一
緒
に
な
っ
て

開
催
し
て
い
る
教
訓
を
報

告
。
ま
た
県
医
労
連
の
取
り

組
み
の
中
で
、
県
看
護
協
会

と
の
懇
談
や
自
治
体
要
請
行

動
の
結
果
に
つ
い
て
も
発

言
。
看
護
協
会
と
の
懇
談
で

は
、
い
ま
の
看
護
現
場
で
の

労
働
者
の
状
況
に
つ
い
て
一

致
し
た
認
識
で
あ
る
こ
と
も
確
認

し
、
国
会
誓
願
署
名
も
「
置
い
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
好
意
的
だ

っ
た
こ
と
。
自
治
体
要
請
行
動
で

は
、
夜
勤
交
代
制
勤
務
者
の
週
労

働
時
間
短
縮
な
ど
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
の

内
容
が
、
な
か
な
か
理
解
し
て
も

ら
え
な
い
状
況
等
を
報
告
し
な
が

ら
、
多
く
の
人
に
「
分
か
り
や
す

く
進
め
る
努
力
」
が
必
要
と
指
摘

し
ま
し
た
。

　
三
重
で
は
、
２
月
に
幹
部
・
看

護
師
集
会
を
開
催
。
労
働
科
学
研

究
所
の
佐
々
木
司
先
生
を
呼
ん

で
、
夜
勤
交
代
制
の
問
題
を
学
ぶ

予
定
で
す
が
、
看
護
師
長
や
部
長

な
ど
管
理
職
・
管
理
者
に
も
参
加

を
呼
び
か
け
て
、
労
使
で
夜
勤
改

善
に
つ
な
げ
た
い
と
発
言
。

　
福
島
で
は
、
看
護
職
の
有
休
満

足
度
が
低
い
こ
と
か
ら
、
勤
務
表

作
成
に
希
望
が
通
り
や
す
い
よ
う

に
労
使
協
議
の
場
を
設
け
た
り
、

委
員
会
・
研
修
負
担
の
軽
減
へ
の

取
り
組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
医
師
で
あ
る
長
野
の
北
澤

さ
ん
は
、
医
師
の
労
働
組
合
で
あ

　
全
厚
労
は
、
1
月
21
〜
22
日
の
２
日
間
、
京
都
国
際
ホ
テ
ル
に
て
、
2
0
1
1

春
闘
討
論
集
会
を
開
催
。
1
2
7
名
が
参
加
し
、
10
秋
闘
の
成
果
交
流
と
11
春
闘

の
獲
得
目
標
に
向
け
て
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

新聞労連で発行した英字の「平和新聞」を手に語る東海林さん
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看護以外

看護職

仕事をやめたいと思うことがありますか。

常に思っている ときどき思う 未記入思わない
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看護以外

看護職

仕事による疲労感をどう感じていますか。

翌日には回復疲れを感じない 常に疲れている回復しにくい

現在よりいくら賃金（毎月の給料）が上がれば
生活にゆとりを感じますか。
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今の健康状態をどのように感じますか。

健康に不安健康である 未記入常に病気がち
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考
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職
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給
制
度

経
営
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暴
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分
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健
康

医
療
・
介
護
の

質
の
低
下

病
院
経
営
の

悪
化

医
療
事
故

「
合
理
化
」

労
働
条
件
の
悪
化

賃
金
が

下
が
る
こ
と

雇
用
不
安

職場で不安に感じていることはなんですか。（３つまで）
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やめたい理由は何ですか。（３つまで）
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司
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賃
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な
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職
場
で
大
切
な
権
利
を
ク
イ
ズ
形
式
で
学
ん
で
い
き
ま
す

QQQ 患者さんをベッドから車いすに移す作業を妊娠中の
看護師が行っている

×
AAA

　
使
用
者
は

労
働
者
の
申

し
出
が
無
く

て
も
妊
娠
中
の
女
性
や
産
後
1
年

を
経
過
し
な
い
女
性
（
妊
産
婦
）

を
「
重
量
物
を
取
り
扱
う
業
務
」

や
「
有
害
ガ
ス
を
発
散
す
る
場
所

で
の
業
務
」
な
ど
妊
娠
・
出
産
・

哺
育
等
に
有
害
な
業
務
に
就
か
せ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
（
労
基
法

6
4
条
3
項
）。

　
重
量
物
を
取
り
扱
う
業
務
を
継

続
す
る
と
子
宮
下
垂
な
ど
が
発
生

し
、
出
産
に
障
害
が
有
る
だ
け
で

な
く
健
康
を
損
な
う
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら

の
業
務
は
妊
娠
・
出
産
に
関
係
な

く
生
涯
に
わ
た
っ
て
母
性
保
護
の

対
象
な
る
も
の
で
す
。
妊
産
婦
以

外
の
女
性
に
関
し
て
も
妊
娠
・
出

産
に
係
る
機
能
に
有
害
な
業
務
は

厚
生
労
働
省
令
で
同
様
に
制
限
さ

れ
て
い
ま
す
（
同
上
の
2
）。

　
と
て
も
喜
ば
し
い
は
ず
の
妊

娠
・
出
産
で
す
が
、
人
員
不
足
な

ど
職
場
環
境
に
よ
っ
て
「
他
の
ス

タ
ッ
フ
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
」

と
心
配
に
な
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。

増
員
し
て
人
員
的
に
ゆ
と
り
を
も

た
せ
、
人
生
の
大
き
な
節
目
に
笑

顔
で
送
り
出
せ
る
よ
う
な
労
働
環

境
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
全
国
的
に
大
雪
と
な
っ
た
２

月
11
日
、
栃
木
文
化
会
館
に
お

い
て
、「
栃
木
の
地
域
医
療
を

考
え
る
住
民
の
会
（
仮
称
）」
の

結
成
総
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　
総
会
に
は
、
地
域
住
民

や
下
都
賀
総
合
病
院
職
員

ら
２
０
０
余
名
が
参
加
。

昨
年
７
月
に
「
住
民
集
会
」

を
開
い
て
以
来
、
職
員
と

地
域
住
民
有
志
と
の
懇
談

会
を
重
ね
つ
つ
、
23
人
の

呼
び
か
け
人
の
音
頭
で
今

回
の
結
成
総
会
に
至
っ
た

も
の
で
す
。

　
特
別
講
演
と
し
て
、「
下

都
賀
総
合
病
院
に
求
め
ら
れ
る

役
割
と
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
」

（
木
高
博
・
医
療
介
護
情
報
分

析
セ
ン
タ
ー
長
）、「
住
民
運
動

の
軌
跡
・
生
駒
市
立
病
院
の
建

築
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
へ
」（
長

島
稔
・
生
駒
の
地
域
医
療
を
育

て
る
会
運
営
委
員
）
の
お
二
人

か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
６
年
前
の
奈
良
・
生
駒
総
合

病
院
で
は
、
労
働
組
合
や
患
者

の
会
を
結
成
し
て
運
動
し
た
も

の
の
や
む
な
く
廃
院
。「
生
駒

の
医
療
を
守
る
市
民
連
絡
会
」

を
結
成
し
、
市
長
選
や
市
政
変

換
の
運
動
の
中
か
ら
、
新
し
い

市
立
病
院
建
設
の
条
例
を
制
定

す
る
ま
で
に
至
っ
た
経
過
や
住

民
運
動
と
し
て
の
課
題
を
お
話

頂
き
ま
し
た
。

　
集
会
後
半
で
は
、
講
師
の
２

名
に
、
職
員
組
合
代
表
と
呼
び

か
け
人
の
一
人
を
加
え
た
４
名

で
、
今
の
下
都
賀
総
合
病
院
を

め
ぐ
る
問
題
と
こ
れ
か
ら
に
つ

い
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い

ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
で
は
、
会
場
参
加
者

か
ら
次
々
と
質
問
や
意
見
が
飛

び
出
し
、「
下
都
賀
総
合
病
院

の
重
要
な
役
割
が
良
く
分
か
っ

た
。
住
民
と
し
て
も
声
を
出
し

て
い
き
た
い
」「
行
政
ま
か
せ

で
は
な
く
、
住
民
の
会
が
窓
口

と
な
っ
て
市
民
の
要
求
か
ら
提

案
へ
と
発
展
さ
せ
る
事
が
重

要
」
等
と
意
見
交
換
が
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
後
に
正
式
に
住
民
の
会
結

成
を
満
場
の
拍
手
で
確
認
、
世

話
人
ら
を
募
っ
て
今
後
の
運
営

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

栃
木
・
住
民
の
会
を
結
成

住
民
自
ら
で
栃
木
の

地
域
医
療
を
考
え
、支
え
よ
う
！

住
民
自
ら
で
栃
木
の

地
域
医
療
を
考
え
、支
え
よ
う
！

　全厚労で取り組んだ11春闘アンケートでは、全体で約1万7千名分（1月17日現在）を集約し
ましたが、今回、クロス集計可能なデータを使って、看護職とそれ以外の職種の状況を分析
しました。以下は13県7699名分のデータ（看護職4879名、看護職以外2820名）です。

　日本看護協会が、看護師の離職の問題を①夜勤交代制、
②長時間労働、③給与（賃金）ととらえているように、春
闘アンケート結果でも、それらの問題がクローズアップ
されています。　あといくら賃金があればいいか、とい
う設問では、「５万円以上」と答える看護職は、それ以外
と比べて12ポイント高くなっています。

　健康状態では、健康と答えた看
護職は28・５％と３割以下に止
まり、看護職以外の39・３％と
10ポイント以上の差があります。
　また疲労感では、常に疲れてい
るとしたのは、看護職で38・４
％で、それ以外の26・1％とこれ
も12ポイントもの差があります。
全体で看護職は８割以上が慢性疲
労状態です。

　職場で不安に感じること
は、賃金不安はほぼ同率で
すが、医療事故への不安と、
自分の健康不安は、大きく
差がついています。医療事
故に直接的に関わる職種で
あることはもちろんですが、
職場の多忙化が背景にある
と思われます。

　仕事を辞めたいと思うかの設問では、常
に思っているというのが看護職で28・４
％と３割近く、時々と合わせて９割近くが
辞めたいと思ったことがあります。それ以
外の約７割と２割近い差があります。辞め
たい理由では、賃金と労働条件、業務外の
委員会・研修等で、ここでも長時間労働や
過密労働の問題が見えてきます。
　命に携わる職種にふさわしい賃金とゆと
りある労働条件・環境づくりが急務です。

９割近くで辞めたい
賃金・労働条件が問題
９割近くで辞めたい
賃金・労働条件が問題

不安は医療事故と
自分の健康
不安は医療事故と
自分の健康

健康なのは３割以下健康なのは３割以下

看護職の賃金要求は高い看護職の賃金要求は高い

　
関
信
ブ
ロ
ッ
ク
は
2
0
1
1

春
闘
・
看
護
・
女
性
集
会
を
2

月
5
日
〜
6
日
、
神
奈
川
県
厚

木
市
に
て
69
名
の
参
加
で
行
い

ま
し
た
。

　
開
催
の
あ
い
さ
つ
で
岡
部
副

委
員
長
は
、
小
さ
な
枠
内
で
の

た
た
か
い
に
な
っ
て
い
た
春
闘

の
状
況
を
色
々
な
階
層
の
要
求

を
く
み
上
げ
国
民
的
な
た
た
か

い
に
再
構
築
し
て
い
こ
う
と
述

べ
ま
し
た
。

　
渡
辺
執
行
委
員
長
が
情
勢
を

し
っ
か
り
つ
か
ん
で
取
り
組
ん

で
ゆ
く
事
、
要
求
に

立
脚
し
て
職
場
討
議

し
な
が
ら
ま
と
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
こ
と
を
念
頭
に

春
闘
方
針
を
提
起
し

ま
し
た
。

　
続
い
て
2
県
の
特

別
報
告
が
あ
り
、
埼

玉
は
こ
の
間
の
退
職

金
制
度
と
賃
金
制
度

改
定
へ
の
対
応
と
模

索
を
、
茨
城
は
人
事

考
課
制
度
提
案
と
一

時
金
格
差
支
給
に
対

す
る
取
り
組
み
を
報
告
し
ま
し

た
。
茨
城
の
藤
田
さ
ん
は
「
労

働
者
同
士
が
競
争
し
て
い
て
は

大
き
な
要
求
は
勝
ち
取
れ
な

い
」
と
い
う
団
結
の
基
本
を
重

視
し
て
た
た
か
っ
て
い
く
事
が

大
切
で
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
賃
金
・
労
働
条
件
・

看
護
・
女
性
の
４
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
て
討
論
を
行
い
ま
し

た
。
賃
金
分
科
会
で
は
病
院
の

建
て
替
え
が
計
画
さ
れ
、
建
設

資
金
が
必
要
と
し
て
賃
金
抑
制

の
提
案
が
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、

提
案
を
鵜
の
み
に
せ
ず
新
し
い

病
院
の
展
望
な
ど
対
案
を
出
し

て
い
く
事
が
大
切
だ
等
と
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
全
体
会
が
行
わ
れ
、

各
分
科
会
で
の
討
論
の
内
容
を

全
体
の
認
識
と
し
て
集
会
を
終

わ
り
ま
し
た
。

関信ブロック

2011春闘・看護・女性集会2011春闘・看護・女性集会

　
２
月
５
〜
６
日
、
徳
島
市
内

に
て
、
全
厚
労
西
日
本
ブ
ロ
ッ

ク
春
闘
討
論
集
会
が
開
催
さ

れ
、
６
県
１
組
織
か
ら
全
体
で

１
３
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

切
実
な
要
求
を
背
景
に

看
護
の
現
場
を
変
え
よ
う

　
集
会
で
の
春
闘
方
針
説
明
で

は
、春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
、

看
護
職
と
看
護
職
以
外
に
分
け

て
分
析
し
た
結
果
を
報
告
。
県

毎
に
も
結
果
が
大
き
く
違
っ
て

い
る
こ
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
県

の
切
実
な
要
求
や
課
題
が
あ
ら

わ
に
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
報
告
で
は
、①
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
ノ
ー
リ
フ
ト

運
動
の
取
り
組
み
、②
広
島
・

府
中
総
合
病
院
「
統
廃
合
計

画
」
の
現
状
、③
徳
島
で
の
振

休
・
代
休
問
題
、④
広
島
で
の

労
働
安
全
衛
生
活
動
、
の
４
本

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
目
メ
イ
ン
の
模
擬
団
交

で
は
、
経
営
（
会
）
側
に
、
元

全
厚
労
委
員
長
の
中
村
量
長

さ
ん
を
始
め
、池
田
一
夫
さ
ん
、

多
田
陽
子
さ
ん
ら
労
組
Ｏ
Ｂ
の

重
鎮
が
並
ぶ
な
か
、
労
組
側

は
、
各
県
現
役
の
役
員
が
対
峙

し
ま
し
た
。
２
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
賃
上
げ
・
増
員
や
労

基
法
遵
守
を
要
求

に
回
答
を
迫
り
ま

し
た
が
、
百
戦
錬

磨
の
会
側
を
突
き

崩
す
に
は
、
な
か

な
か
難
し
く
、
団

交
後
、Ｏ
Ｂ
か
ら

適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

看
護
協
会
と
労
組
の

共
同
で
看
護
規
制
を

　
２
日
目
に
は
、
日
本
看
護
協

会
の
久
常
節
子
会
長
を
招
い
て
、

「
働
き
続
け
ら
れ
る
看
護
職
場

の
実
現
の
た
め
に
」
と
題
し
て
、

記
念
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　
久
常
会
長
は
、
看
護
学
生
時

代
に
血
が
苦
手
な
の
が
分
か
っ

て
保
健
師
に
な
り
、
そ
の
後
、

大
学
で
研
究
の
道
を
選
ん
だ
も

の
の
、
縁
あ
っ
て
厚
生
省
の
看

護
課
で
仕
事
を
す
る
こ
と
に
。

官
僚
時
代
に
准
看
制
度
問
題
で

苦
労
し
た
こ
と
や
、
そ
の
中
で

職
能
団
体
の
果
た
す
役
割
を
感

じ
て
、
６
年
前
に
立
候
補
し
、

協
会
初
め
て
の
常
任
の
協
会
長

に
な
っ
た
と
自
分
史
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
初
め
て
国
際
看
護
協
会
の
会

議
に
出
た
時
に
、
他
国
の
看
護

協
会
が
そ
の
国
の
労
働
組
合
の

メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
出
席
し
て

い
た
こ
と
や
看
護
職
の
労
働
条

件
が
格
段
に
日
本
が
悪
い
こ
と

に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
、
日
本

で
も
労
働
組
合
と
の
共
同
を
進

め
な
け
れ
ば
と
感
じ
た
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
看
護
職
場
の
実
態
調
査
等
を

通
し
て
、
日
本
看
護
協
会
と
し

て
、
看
護
職
の
労
働
条
件
・
労

働
環
境
の
改
善
を
通
し
て
、
と

り
わ
け
中
堅
層
の
疲
弊
を
取
り

除
く
こ
と
、
そ
の
た
め
に
も

「
夜
勤
・
交
代
制
勤
務
の
規
制
」

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
行
政
や

団
体
に
も
働
き
か
け
を
行
っ
て

い
る
こ
と
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
（
図
参
照
）。

　
そ
の
後
は
、
流
れ
解
散
で
３

つ
の
分
散
会
に
分
か
れ
ま
し
た

が
、
あ
る
分
散
会
で
は
、
討
論

集
会
の
目
標
と
し
て
、
参
加
者

全
員
が
団
交
に
参
加
し
、
自
分

の
意
見
を
し
っ
か
り
と
言
お

う
、
要
求
が
通
る
ま
で
一
歩
も

引
か
な
い
決
意
で
臨
も
う
と
意

思
統
一
し
ま
し
た
。

フロアからも質問や意見が相次いだ

先は明るい！団結してたたかおう！

百
戦
錬
磨
の
経
営
側
に
、

労
働
組
合
も
追
及
の
手
を

緩
め
ず
！

看
護
協
会
と
同
じ
目
標
を
共
有
し

労
働
条
件
環
境
の
改
善
め
ざ
そ
う

看
護
協
会
と
同
じ
目
標
を
共
有
し

労
働
条
件
環
境
の
改
善
め
ざ
そ
う

看
護
協
会
と
同
じ
目
標
を
共
有
し

労
働
条
件
環
境
の
改
善
め
ざ
そ
う

西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
春
闘
討
論
集
会
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

看護以外

看護職

仕事をやめたいと思うことがありますか。

常に思っている ときどき思う 未記入思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

看護以外

看護職

仕事による疲労感をどう感じていますか。

翌日には回復疲れを感じない 常に疲れている回復しにくい

現在よりいくら賃金（毎月の給料）が上がれば
生活にゆとりを感じますか。

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

未記入5万円以上4万円3万円2万円1万円

0% 20% 40% 60% 80% 100%

看護以外

看護職

今の健康状態をどのように感じますか。

健康に不安健康である 未記入常に病気がち
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20%

30%
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50%

60%

そ
の
他

人
事
考
課
・

職
能
給
制
度

経
営
者
の
横
暴

自
分
の
健
康

医
療
・
介
護
の

質
の
低
下

病
院
経
営
の

悪
化

医
療
事
故

「
合
理
化
」

労
働
条
件
の
悪
化

賃
金
が

下
が
る
こ
と

雇
用
不
安

職場で不安に感じていることはなんですか。（３つまで）
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看護職
N=4879

N=2820

看護以外

看護職

0%

10%

20%
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やめたい理由は何ですか。（３つまで）

そ
の
他

業
務
外
の

委
員
会
や

研
修
が
多
い

子
育
て･

家
庭
の
問
題

医
療
事
故
へ
の

不
安

労
働
条
件
が

悪
い

上
司
と
の

関
係
が
悪
い

人
間
関
係

賃
金
が
安
い

仕
事
が

面
白
く
な
い

看護以外

看護職
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職
場
で
大
切
な
権
利
を
ク
イ
ズ
形
式
で
学
ん
で
い
き
ま
す

QQQ 患者さんをベッドから車いすに移す作業を妊娠中の
看護師が行っている

×
AAA

　
使
用
者
は

労
働
者
の
申

し
出
が
無
く

て
も
妊
娠
中
の
女
性
や
産
後
1
年

を
経
過
し
な
い
女
性
（
妊
産
婦
）

を
「
重
量
物
を
取
り
扱
う
業
務
」

や
「
有
害
ガ
ス
を
発
散
す
る
場
所

で
の
業
務
」
な
ど
妊
娠
・
出
産
・

哺
育
等
に
有
害
な
業
務
に
就
か
せ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
（
労
基
法

6
4
条
3
項
）。

　
重
量
物
を
取
り
扱
う
業
務
を
継

続
す
る
と
子
宮
下
垂
な
ど
が
発
生

し
、
出
産
に
障
害
が
有
る
だ
け
で

な
く
健
康
を
損
な
う
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら

の
業
務
は
妊
娠
・
出
産
に
関
係
な

く
生
涯
に
わ
た
っ
て
母
性
保
護
の

対
象
な
る
も
の
で
す
。
妊
産
婦
以

外
の
女
性
に
関
し
て
も
妊
娠
・
出

産
に
係
る
機
能
に
有
害
な
業
務
は

厚
生
労
働
省
令
で
同
様
に
制
限
さ

れ
て
い
ま
す
（
同
上
の
2
）。

　
と
て
も
喜
ば
し
い
は
ず
の
妊

娠
・
出
産
で
す
が
、
人
員
不
足
な

ど
職
場
環
境
に
よ
っ
て
「
他
の
ス

タ
ッ
フ
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
」

と
心
配
に
な
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。

増
員
し
て
人
員
的
に
ゆ
と
り
を
も

た
せ
、
人
生
の
大
き
な
節
目
に
笑

顔
で
送
り
出
せ
る
よ
う
な
労
働
環

境
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
全
国
的
に
大
雪
と
な
っ
た
２

月
11
日
、
栃
木
文
化
会
館
に
お

い
て
、「
栃
木
の
地
域
医
療
を

考
え
る
住
民
の
会
（
仮
称
）」
の

結
成
総
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　
総
会
に
は
、
地
域
住
民

や
下
都
賀
総
合
病
院
職
員

ら
２
０
０
余
名
が
参
加
。

昨
年
７
月
に
「
住
民
集
会
」

を
開
い
て
以
来
、
職
員
と

地
域
住
民
有
志
と
の
懇
談

会
を
重
ね
つ
つ
、
23
人
の

呼
び
か
け
人
の
音
頭
で
今

回
の
結
成
総
会
に
至
っ
た

も
の
で
す
。

　
特
別
講
演
と
し
て
、「
下

都
賀
総
合
病
院
に
求
め
ら
れ
る

役
割
と
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
」

（
木
高
博
・
医
療
介
護
情
報
分

析
セ
ン
タ
ー
長
）、「
住
民
運
動

の
軌
跡
・
生
駒
市
立
病
院
の
建

築
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
へ
」（
長

島
稔
・
生
駒
の
地
域
医
療
を
育

て
る
会
運
営
委
員
）
の
お
二
人

か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
６
年
前
の
奈
良
・
生
駒
総
合

病
院
で
は
、
労
働
組
合
や
患
者

の
会
を
結
成
し
て
運
動
し
た
も

の
の
や
む
な
く
廃
院
。「
生
駒

の
医
療
を
守
る
市
民
連
絡
会
」

を
結
成
し
、
市
長
選
や
市
政
変

換
の
運
動
の
中
か
ら
、
新
し
い

市
立
病
院
建
設
の
条
例
を
制
定

す
る
ま
で
に
至
っ
た
経
過
や
住

民
運
動
と
し
て
の
課
題
を
お
話

頂
き
ま
し
た
。

　
集
会
後
半
で
は
、
講
師
の
２

名
に
、
職
員
組
合
代
表
と
呼
び

か
け
人
の
一
人
を
加
え
た
４
名

で
、
今
の
下
都
賀
総
合
病
院
を

め
ぐ
る
問
題
と
こ
れ
か
ら
に
つ

い
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い

ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
で
は
、
会
場
参
加
者

か
ら
次
々
と
質
問
や
意
見
が
飛

び
出
し
、「
下
都
賀
総
合
病
院

の
重
要
な
役
割
が
良
く
分
か
っ

た
。
住
民
と
し
て
も
声
を
出
し

て
い
き
た
い
」「
行
政
ま
か
せ

で
は
な
く
、
住
民
の
会
が
窓
口

と
な
っ
て
市
民
の
要
求
か
ら
提

案
へ
と
発
展
さ
せ
る
事
が
重

要
」
等
と
意
見
交
換
が
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
後
に
正
式
に
住
民
の
会
結

成
を
満
場
の
拍
手
で
確
認
、
世

話
人
ら
を
募
っ
て
今
後
の
運
営

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

栃
木
・
住
民
の
会
を
結
成

住
民
自
ら
で
栃
木
の

地
域
医
療
を
考
え
、支
え
よ
う
！

住
民
自
ら
で
栃
木
の

地
域
医
療
を
考
え
、支
え
よ
う
！

　全厚労で取り組んだ11春闘アンケートでは、全体で約1万7千名分（1月17日現在）を集約し
ましたが、今回、クロス集計可能なデータを使って、看護職とそれ以外の職種の状況を分析
しました。以下は13県7699名分のデータ（看護職4879名、看護職以外2820名）です。

　日本看護協会が、看護師の離職の問題を①夜勤交代制、
②長時間労働、③給与（賃金）ととらえているように、春
闘アンケート結果でも、それらの問題がクローズアップ
されています。　あといくら賃金があればいいか、とい
う設問では、「５万円以上」と答える看護職は、それ以外
と比べて12ポイント高くなっています。

　健康状態では、健康と答えた看
護職は28・５％と３割以下に止
まり、看護職以外の39・３％と
10ポイント以上の差があります。
　また疲労感では、常に疲れてい
るとしたのは、看護職で38・４
％で、それ以外の26・1％とこれ
も12ポイントもの差があります。
全体で看護職は８割以上が慢性疲
労状態です。

　職場で不安に感じること
は、賃金不安はほぼ同率で
すが、医療事故への不安と、
自分の健康不安は、大きく
差がついています。医療事
故に直接的に関わる職種で
あることはもちろんですが、
職場の多忙化が背景にある
と思われます。

　仕事を辞めたいと思うかの設問では、常
に思っているというのが看護職で28・４
％と３割近く、時々と合わせて９割近くが
辞めたいと思ったことがあります。それ以
外の約７割と２割近い差があります。辞め
たい理由では、賃金と労働条件、業務外の
委員会・研修等で、ここでも長時間労働や
過密労働の問題が見えてきます。
　命に携わる職種にふさわしい賃金とゆと
りある労働条件・環境づくりが急務です。

９割近くで辞めたい
賃金・労働条件が問題
９割近くで辞めたい
賃金・労働条件が問題

不安は医療事故と
自分の健康
不安は医療事故と
自分の健康

健康なのは３割以下健康なのは３割以下

看護職の賃金要求は高い看護職の賃金要求は高い

　
関
信
ブ
ロ
ッ
ク
は
2
0
1
1

春
闘
・
看
護
・
女
性
集
会
を
2

月
5
日
〜
6
日
、
神
奈
川
県
厚

木
市
に
て
69
名
の
参
加
で
行
い

ま
し
た
。

　
開
催
の
あ
い
さ
つ
で
岡
部
副

委
員
長
は
、
小
さ
な
枠
内
で
の

た
た
か
い
に
な
っ
て
い
た
春
闘

の
状
況
を
色
々
な
階
層
の
要
求

を
く
み
上
げ
国
民
的
な
た
た
か

い
に
再
構
築
し
て
い
こ
う
と
述

べ
ま
し
た
。

　
渡
辺
執
行
委
員
長
が
情
勢
を

し
っ
か
り
つ
か
ん
で
取
り
組
ん

で
ゆ
く
事
、
要
求
に

立
脚
し
て
職
場
討
議

し
な
が
ら
ま
と
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
こ
と
を
念
頭
に

春
闘
方
針
を
提
起
し

ま
し
た
。

　
続
い
て
2
県
の
特

別
報
告
が
あ
り
、
埼

玉
は
こ
の
間
の
退
職

金
制
度
と
賃
金
制
度

改
定
へ
の
対
応
と
模

索
を
、
茨
城
は
人
事

考
課
制
度
提
案
と
一

時
金
格
差
支
給
に
対

す
る
取
り
組
み
を
報
告
し
ま
し

た
。
茨
城
の
藤
田
さ
ん
は
「
労

働
者
同
士
が
競
争
し
て
い
て
は

大
き
な
要
求
は
勝
ち
取
れ
な

い
」
と
い
う
団
結
の
基
本
を
重

視
し
て
た
た
か
っ
て
い
く
事
が

大
切
で
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
賃
金
・
労
働
条
件
・

看
護
・
女
性
の
４
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
て
討
論
を
行
い
ま
し

た
。
賃
金
分
科
会
で
は
病
院
の

建
て
替
え
が
計
画
さ
れ
、
建
設

資
金
が
必
要
と
し
て
賃
金
抑
制

の
提
案
が
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、

提
案
を
鵜
の
み
に
せ
ず
新
し
い

病
院
の
展
望
な
ど
対
案
を
出
し

て
い
く
事
が
大
切
だ
等
と
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
全
体
会
が
行
わ
れ
、

各
分
科
会
で
の
討
論
の
内
容
を

全
体
の
認
識
と
し
て
集
会
を
終

わ
り
ま
し
た
。

関信ブロック

2011春闘・看護・女性集会2011春闘・看護・女性集会

　
２
月
５
〜
６
日
、
徳
島
市
内

に
て
、
全
厚
労
西
日
本
ブ
ロ
ッ

ク
春
闘
討
論
集
会
が
開
催
さ

れ
、
６
県
１
組
織
か
ら
全
体
で

１
３
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

切
実
な
要
求
を
背
景
に

看
護
の
現
場
を
変
え
よ
う

　
集
会
で
の
春
闘
方
針
説
明
で

は
、春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
、

看
護
職
と
看
護
職
以
外
に
分
け

て
分
析
し
た
結
果
を
報
告
。
県

毎
に
も
結
果
が
大
き
く
違
っ
て

い
る
こ
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
県

の
切
実
な
要
求
や
課
題
が
あ
ら

わ
に
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
報
告
で
は
、①
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
ノ
ー
リ
フ
ト

運
動
の
取
り
組
み
、②
広
島
・

府
中
総
合
病
院
「
統
廃
合
計

画
」
の
現
状
、③
徳
島
で
の
振

休
・
代
休
問
題
、④
広
島
で
の

労
働
安
全
衛
生
活
動
、
の
４
本

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
目
メ
イ
ン
の
模
擬
団
交

で
は
、
経
営
（
会
）
側
に
、
元

全
厚
労
委
員
長
の
中
村
量
長

さ
ん
を
始
め
、池
田
一
夫
さ
ん
、

多
田
陽
子
さ
ん
ら
労
組
Ｏ
Ｂ
の

重
鎮
が
並
ぶ
な
か
、
労
組
側

は
、
各
県
現
役
の
役
員
が
対
峙

し
ま
し
た
。
２
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
賃
上
げ
・
増
員
や
労

基
法
遵
守
を
要
求

に
回
答
を
迫
り
ま

し
た
が
、
百
戦
錬

磨
の
会
側
を
突
き

崩
す
に
は
、
な
か

な
か
難
し
く
、
団

交
後
、Ｏ
Ｂ
か
ら

適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

看
護
協
会
と
労
組
の

共
同
で
看
護
規
制
を

　
２
日
目
に
は
、
日
本
看
護
協

会
の
久
常
節
子
会
長
を
招
い
て
、

「
働
き
続
け
ら
れ
る
看
護
職
場

の
実
現
の
た
め
に
」
と
題
し
て
、

記
念
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　
久
常
会
長
は
、
看
護
学
生
時

代
に
血
が
苦
手
な
の
が
分
か
っ

て
保
健
師
に
な
り
、
そ
の
後
、

大
学
で
研
究
の
道
を
選
ん
だ
も

の
の
、
縁
あ
っ
て
厚
生
省
の
看

護
課
で
仕
事
を
す
る
こ
と
に
。

官
僚
時
代
に
准
看
制
度
問
題
で

苦
労
し
た
こ
と
や
、
そ
の
中
で

職
能
団
体
の
果
た
す
役
割
を
感

じ
て
、
６
年
前
に
立
候
補
し
、

協
会
初
め
て
の
常
任
の
協
会
長

に
な
っ
た
と
自
分
史
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
初
め
て
国
際
看
護
協
会
の
会

議
に
出
た
時
に
、
他
国
の
看
護

協
会
が
そ
の
国
の
労
働
組
合
の

メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
出
席
し
て

い
た
こ
と
や
看
護
職
の
労
働
条

件
が
格
段
に
日
本
が
悪
い
こ
と

に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
、
日
本

で
も
労
働
組
合
と
の
共
同
を
進

め
な
け
れ
ば
と
感
じ
た
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
看
護
職
場
の
実
態
調
査
等
を

通
し
て
、
日
本
看
護
協
会
と
し

て
、
看
護
職
の
労
働
条
件
・
労

働
環
境
の
改
善
を
通
し
て
、
と

り
わ
け
中
堅
層
の
疲
弊
を
取
り

除
く
こ
と
、
そ
の
た
め
に
も

「
夜
勤
・
交
代
制
勤
務
の
規
制
」

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
行
政
や

団
体
に
も
働
き
か
け
を
行
っ
て

い
る
こ
と
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
（
図
参
照
）。

　
そ
の
後
は
、
流
れ
解
散
で
３

つ
の
分
散
会
に
分
か
れ
ま
し
た

が
、
あ
る
分
散
会
で
は
、
討
論

集
会
の
目
標
と
し
て
、
参
加
者

全
員
が
団
交
に
参
加
し
、
自
分

の
意
見
を
し
っ
か
り
と
言
お

う
、
要
求
が
通
る
ま
で
一
歩
も

引
か
な
い
決
意
で
臨
も
う
と
意

思
統
一
し
ま
し
た
。

フロアからも質問や意見が相次いだ

先は明るい！団結してたたかおう！

百
戦
錬
磨
の
経
営
側
に
、

労
働
組
合
も
追
及
の
手
を

緩
め
ず
！

看
護
協
会
と
同
じ
目
標
を
共
有
し

労
働
条
件
環
境
の
改
善
め
ざ
そ
う

看
護
協
会
と
同
じ
目
標
を
共
有
し

労
働
条
件
環
境
の
改
善
め
ざ
そ
う

看
護
協
会
と
同
じ
目
標
を
共
有
し

労
働
条
件
環
境
の
改
善
め
ざ
そ
う

西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
春
闘
討
論
集
会

（3） 2011年２月20日 第373号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2011年２月20日 第373号全 厚 労 ニ ュ ー ス



◇
先
日
医
療
共
済
給
付
通
知
を
頂
き

ま
し
た
が
、
組
合
員
家
族
の
傷
病
申

請
で
胆
の
う
オ
ペ
で
身
体
障
害
給
付

３５
万
円
が
認
め
ら
れ
、
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
組
合
員
に
連
絡
し
た
と
こ

ろ
、
身
体
障
害
は
申
請
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
夫
婦
年
金
暮
ら
し
に
な
っ
て
、
こ

れ
か
ら
有
意
義
な
生
活
を
送
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
矢
先
に
主
人
の
病
気
が

発
覚
、
抗
が
ん
剤
の
治
療
を
開
始
し

ま
し
た
。
現
在
も
続
い
て
お
り
早
1

年
に
な
り
ま
す
。
月
の
年
金
の
半
分

は
治
療
費
に
消
え
て
い
ま
す
。
保
険

の
給
付
は
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。

今
も
通
院
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
不
安
で

す
が
一
番
苦
し
い
思
い
を
し
て
い
る

の
は
主
人
で
す
。
明
る
く
前
向
き
に

頑
張
り
ま
す
。

◇「
ま
さ
か
自
分
が
…
」
病
気
に
な

っ
た
時
の
気
持
ち
は
こ
の
一
言
に
尽

き
ま
す
。
私
の
支
部
で
は
、
担
当
者

が
熱
心
に
宣
伝
し
て
下
さ
っ
た
こ
と

や
、
書
記
局
の
方
か
ら
加
入
時
の
丁

寧
な
説
明
が
あ
っ
た
の
で
「
こ
の
人

に
聞
け
ば
い
い
」
と
い
う
窓
口
が
明

確
で
、
す
ぐ
に
相
談
で
き
ま
し
た
。

大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

◇
入
院
初
日
か
ら
支
給
さ
れ
、
５
万

円
以
内
で
あ
れ
ば
診
断
書
（
有
料
）

が
要
ら
ず
、
申
告
書
で
済
む
の
が
便

利
で
良
い
で
す
ね
。

医
労
連
共
済
に
寄
せ
ら
れ
た

組
合
員
の
声
を
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。
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当
選
者
１０
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
１２
月
号
の
答
え
：
キ
マ
ツ
シ
ケ
ン
）

　
私
は
現
在
支
部
の
執
行
委
員
と

し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
が
「
楽

し
く
な
け
れ
ば
組
合
じ
ゃ
な
い
」

と
い
う
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
を
読
ん

で
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
楽
し
ん
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

思
い
ま
し
た
（
静
岡
）

　
今
回
（
11
月
号
）
の
ニ
ュ
ー
ス

に
当
病
院
の
看
護
師
が
載
っ
て
い

て
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。
当
労
組
も
頑

張
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
て

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
（
富
山
）

　
7
対
1
看
護
が
始
ま
り
看
護
師

が
増
え
て
夜
勤
も
減
り
と
て
も
助

か
っ
て
い
ま
す
。
心
も
体
も
楽
に

な
り
ま
し
た
（
秋
田
）

　
ニ
ュ
ー
ス
笑
ア
ッ
プ
楽
し
く
読

ん
で
い
ま
す
。
本
当
に
全
部
落
ち

葉
が
お
札
だ
っ
た
ら
い
い
の
で
す

が
実
際
は
お
金
が
落
ち
葉
の
よ
う

に
散
っ
て
い
ま
す
（
長
野
）

　
毎
回
楽
し
み
に
読
ま
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。
全
国
の
厚
生
連
で
働

く
人
の
様
子
が
わ
か
り
、
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
（
静
岡
）

　
夜
勤
の
合
間
に
眠
気
覚
ま
し
？

も
か
ね
て
ザ
・
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
独
り
言
の
様
に

問
題
を
読
む
と
周
り
か
ら
○
○
だ

よ
と
か
○
○
か
な
と
か
声
が
飛
び
、

笑
い
と
脳
を
い
っ
ぱ
い
使
い
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
で
眠
気
が
す
っ
き
り
。

こ
れ
か
ら
も
ほ
ど
ほ
ど
に
悩
ま
せ

る
問
題
を
お
願
い
し
ま
す
（
福
島
）

 

„  

各
県
こ
の
人“ 

楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
秋
田
の
ど
な
た
が
紹
介

さ
れ
る
の
か
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
秋
田
は
美
人
ぞ
ろ
い
だ
し

ネ
！
（
秋
田
）

　
労
働
条
件
に
つ
い
て
あ
ま
り
よ

く
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
や
全
国

の
様
子
が
分
か
り
参
考
に
な
り
ま

し
た
。（
茨
城
）

香川　井上俊介さん

北海道　長瀬真幸さん

　香川県厚生連屋島支部看護委員長の
井上俊介さんを紹介したいと思います。
井上さんは看護師になって６年目、脳
外科・泌尿器科の混合病棟で勤務して
います。スタッフはもとより患者様か
らも“やさしい看護師さん”として慕われ
ています。
　看護委員長になって２年目で、看護師の労働条件改善のため、持
ち前のフットワークで日々走り回っています。
　井上さんは多趣味で、その中でもゴルフは経験年数わずか３年な

がらハンディキャップが１桁台という腕前です。腕に自信の
ある方は一緒にラウンドしてみてはいかがでしょうか？
　ただ、シャイボーイで自分から話しかけたりということが
なかなか出来ないので、集会等で見かけることがあれば、ぜ
ひ声をかけてあげて下さい。

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第48回は北海道・香川にお願い
をしました。

　北厚労からは、学習教宣活動を推し進める
長瀬真幸教宣部長を紹介します。
　旭川厚生病院の臨床検査技術科の中核とし
て業務をこなし、家庭では二児の良きパパで
す。新部長として次世代育成を目的とした新
たな学習交流集会を開催しました。長瀬教宣部長か
らのメール受信時間はいつも夜中の１時・２時と、
家族が寝静まってから資料作りに励んでいる姿が目
に浮かびます。

　もの静かな教宣部長ですが、心の中には熱い北厚労魂が宿っています。
　１月は第26回厚生連医療を考えるつどいの準備に追われてい
ます。そのせいなのか（？）マイハサミで自分の髪をカットして
いると…（どうも理髪店とは無縁らしい）。写真を見るとナカナ
カの腕前？？かも。

北海道　長瀬真幸さん

香川　井上俊介さん
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